
生活様式が大きく変わったＪＡや組合員の皆さまに贈る日本農業新聞

の読みどころ集です。「この１週間を振り返る」ため週刊でお届けします。
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農水省は2022年産米の転

作助成の見直し方針を示

しました。「産地交付金」で

前年からの転作拡大に加

算する措置（10㌃当たり

1.5万円）を廃止。一方、

「水田リノベーション事業」

を21年度補正予算で、420

億円と大幅に積み増すこ

とで、麦・大豆など定着が

より期待できる作物での転

作拡大を促します。見直し

内容は月内にも政府・自

民党で固めます。

（11/26付1面）

今週の記念日
★12月3日
「カレンダーの
日」 明治５年
12月３日から、
日本が太陽暦
を採用した史
実に基づき、全
国団扇扇子カ
レンダー協議会
などが制定。日
本はそれまで
月の満ち欠け
する周期で計
算する太陰太
陽暦（陰陽暦）
でしたが、太陽
暦の導入で、諸
外国と外交上
の足並みをそ
ろえられること
になりました。

農水省は2022年産の主食用米の需要に見合った適正

生産量を675万㌧に設定しました。21年産が平年作

だった場合より21万㌧、面積ベースで約４万㌶（３％）

の減産が必要な水準で、引き続き大幅な作付け転換

が迫られます。23年６月末時点の民間在庫量を196万

～200万㌧を前提にして算出しました。 （11/20付1面）

＜日本記念日協会から＞



山形県は黒毛和種の牛に白い塗料でシマウマ

のように模様を描き、アブなどの吸血昆虫の接近

を防ぐ取り組みを進めています。９月までの検証

で、牛が虫を避ける行動が４～８割減ったことを

確認。県置賜総合支庁と「米沢牛」の産地・小国

町の生産者が協力し検証が始まり、吸血虫によ

るストレスや病気のリスクといった課題の解決に

つなげていきます。 （11/24付15面）

岸田政権が政府会議を林立させていま

す。看板政策の実現に向け、「新しい資

本主義実現会議」「デジタル臨時行政調

査会」などを相次ぎ新設し、一方で主な

既存会議は存続させる方向。各会議の

役割分担は曖昧で、「屋上屋」の感も否

めません。岸田文雄首相が総裁選で掲

げた規制改革推進会議などの「改組」も

現時点で見えません。（11/23付３面）
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日本農業新聞 東北支所 副支所長 小島慶太
今夏から始めた広瀬川・遊歩道の落ち葉拾いの続報。当初は当惑気味だった通行人
の反応は、健気な活動が認められたのか、挨拶や会話を交わす女性陣やカワセミ撮影
に熱心な医師など、知り合いも増えてきました。最近は掃除を手伝ってくれる年配女性
をはじめ、「竹ぼうきの購入費に使って」とお金を包んでくれる奇特な方も。ただ最近、
張り切り過ぎて右手が腱鞘炎になり、カンパの資金はまず治療費に充てられそうです。

お酒を飲みながら職場の

仲間と親睦を深める「飲み

ニケーション」の支持率が

急落。日本生命保険の調

査で、「不要」との回答が６

割に達し、調査開始以来、

初めて「必要」を上回りまし

た。不要とする理由は「気

を使う」37％、「仕事の延

長と感じる」30％でした。

（11/24付15面）


